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「お茶の京都」ターゲットイヤー振り返り
　「お茶の京都」とは京都府が始めた事業で、京都府北部地域の「海の京都」からはじ
まり、中部地域の「森の京都」、そして相楽東部3町村が含まれる京都府南部地域の

「お茶の京都」というようにそれぞれ地域ごとに特色を出して地域活性化や文化の発信、
観光客の呼び込みなど京都府のPRを進めてきたものです。
　これら3つの「京都」のうち、「お茶の京都」については平成29年度がターゲットイヤーとなっており、相楽
東部3町村においても「お茶の京都」に関連した様々なイベントがおこなわれました。広報れんけいでは平成29
年3月号より毎月お茶の京都関連の記事を掲載してきましたが、平成30年3月をもってお茶の京都ターゲットイ
ヤーは終了となります。これまで3町村で実施してきたお茶の京都関連事業をご紹介します。

4
月

6
月

7
月

4月から6月まではオープニングシーズンとして以下のイベントや催し物が
おこなわれ、「お茶の京都」ターゲットイヤーの始まりを盛り上げました。

7月から12月まではメインシーズンとしてターゲットイヤーの中でも、
最も多くのイベントが開かれました。

● 南山城村 道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」
オープンイベント

　4月15日（土）、道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」のグランドオー
プンイベントが開かれ、府内外から多くの人が訪れました。当日は和太鼓
の演奏と記念式典（オープニングセレモニー）の後、午前9時にくす玉を割っ
て道の駅がオープンしました。当日は約14000人が訪れ、大盛況のオープ
ン初日となりました。

●和束町 お茶の京都「やましろフェア」
　6月10日（土）、イオンモール高の原にてお茶の京都イベント「やましろ
フェア」が開かれました。和束茶カフェによる出展や宇治茶の文化や歴史
を話しながら玉露を淹れる「宇治茶BAR」など多くの来場者でにぎわいま
した。
　また、ゆるキャラ・茶茶ちゃんも登場し、子どもたちと記念撮影をおこ
ない、和束町をPRしました。

●3町村 日本遺産サミットin京都
　7月1日（土）・2日（日）、けいはんなオープンイノベーションセンター KICKにて日本遺産サミットが開かれまし
た。相楽東部3町村も出展し、笠置町では町の観光PRや笠置名物の「ゆるぎ飴」や「雉釜飯」の販売がおこなわれ、
和束町ではお茶のかき氷やグリーンティーの販売、観光パンフレットの配布を通して和束町のPRがおこなわれま
した。南山城村からは道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」が出展し、村特産のお茶を使用した商品の販売がお
こなわれました。

8
月

●笠置町 第29回笠置夏まつり
　8月5日（土）、笠置夏まつりが開かれました。今年はお茶の京都博のターゲットイヤー
であり、お茶をモチーフにした緑色の花火が打ち上げられるなど、まつりのフィナーレを
飾る花火大会も大盛況でした。
　昨年を上回る約9,000人の方が笠置を訪れました。

道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」ブース｢茶源郷 和束｣ ブース笠置町ブース
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特　集特　集

11
月

9
月

お茶の京都の1年間をしめくくる3月のイベントについては14ページ
をご参照ください。
相楽東部3町村も出展予定です。

● 笠置町 お茶の京都記念・駅ナカ茶カフェ
「STATION!!」オープンイベント

　11月19日（日）、JR笠置駅に新しくできた「STATION!!」のオープン
イベントが開かれました。今年度は「お茶の京都」ターゲットイヤーとい
うことで宇治茶BARでのお茶のふるまいや宇治茶の歴史や淹れ方につい
て学ぶ機会を設けました。

● 和束町 茶畑ビューイング
　10月21日（土）から開始した（茶畑ハウスとゴルフカーは11月4日（土）から）茶畑ビューイングは多くの方にお越
しいただき、大盛況となりました。
特においしい和束茶を飲みながら茶
畑の景観を眺める茶畑ハウスと、普
段は観光客が行けない茶畑を巡るゴ
ルフカーは観光客や住民の方からも
満足の声をいただくことができまし
た。

●南山城村 2017むら活き生きまつり
　11月23日（木・祝）、南山城村総合グラウンドにて毎年恒例のむら活き
生きまつりが開かれました。ステージではよさこい踊りや歌・ダンス等、
会場では特産のお茶・原木栽培しいたけを使った焼き椎茸・村の野菜を味
わえる産品鍋や手作りのブースなど南山城村を堪能できる産品が目白押し
で、多くの来場者で賑わいました。

●3町村 第20回京の味めぐり・技くらべ展観光PR
　9月13日（水）～ 19日（火）、大丸京都店にて京都府内各市町村が観光PRをおこない、相楽東部3町村も参加しま
した。
　笠置町は観光パンフレットの配架や笠置町の特産品が当たる抽選会をおこないました。イベントにはゆるキャラ

「笠やん」も応援に駆けつけました。
　和束町はゆるキャラ「茶茶ちゃん」の登場や、アンケート抽選会・抹茶アート講座などをおこない、多くの人で
賑わいました。
　南山城村はアンケート抽選会をおこない、景品として手作りの民芸品をプレゼントしました。また、道の駅お茶
の京都みなみやましろ村も出展し、抹茶ソフトクリーム目当ての人で賑わっていました。

12
月

●笠置町 第8回全国ご当地鍋フェスタ「鍋-1グランプリ」
　12月3日（日）、お茶の京都博とのタイアップにより例年より規模を拡大
した「鍋-1グランプリ」が開かれました。
　出店数は例年の1.5倍に増え、ボルダリングをはじめとしたアウトドア体
験や映画「笠置Rock!」の主題歌を担当したココロオークションのスペシャ
ルライブ等、バラエティ豊かなイベント内容で大きな賑わいをみせました。

アンケート抽選会（南山城村）抹茶アート講座（和束町）笠やんとまゆまろ（笠置町）
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まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置町

笠置町

和束町

京都教育大学うたとおはなしの会

体験型観光商品開発の方法と
インターネット活用セミナー

星野リゾートとパートナーシップ
協定を締結

　2月16日（金）、笠置小学校にて京都教育大学幼児教育科による「うたとおはなしの会」が開かれました。
　6時間目の授業時間を使って、平井教授や平井教授ゼミの学生たちによる人形劇「さるかに合戦」をはじ
め、楽しい歌やおはなしで会場はあたたかな拍手や笑い声につつまれました。
　笠置小学校の児童たち、笠
置保育所の子どもたちや町内
で子育てをする親子ら総勢40
名程が集まり、発表にあわせ
て一緒に歌ったり踊ったりし
て、みんなが笑顔になれる会
となりました。

　2月7日（水）、笠置町産業振興会館にて体験型観光商品開発の方法とインターネット活用セミナーがおこ
なわれました。
　これは笠置町観光プロモーション事業の1つとして、日本最大級
の体験型旅行商品販売サイトを運営するアソビュー株式会社より講
師をお招きして、これまでの観光スポットを訪れるだけの観光から
地域のまち歩きや人々との交流、地域ならではの体験を楽しむ着地
型観光商品の磨き上げ・流通に関して講演いただきました。
　セミナーの後半ではワークショップを実施し、笠置町ならではの
体験型観光商品についてグループごとに知恵を出し合い、質疑応答
の時間には、参加者から様々な質問が飛び交うなど、活発なセミナー
となりました。

　1月30日（火）、国内外でホテル・旅館運営など多彩な事業を展開する星野リゾートと宿泊施設等の整備
に関するパートナーシップ協定を締結しました。
　パートナーシップ協定は、和束町の茶業や景観を活かした魅力的
な宿泊施設の整備に向け、本町及び京都府と星野リゾートが協働し
て検討を進めることを定めてあります。
　京都和束荘において、星野リゾート・星野代表と山田京都府知事・
堀和束町長が協定書に署名しました。
　今後は、定められたそれぞれの役割により、連携・協力し、町民
の方にも満足してもらえる施設の整備に向けて取り組んでまいりま
すので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

アソビュー株式会社内田さんによる講演の様子

人形劇「さるかに合戦」うたと手遊び

4



まち・むらの話題まち・むらの話題

和束町

南山城村

南山城村

京都ゆぶね ｢春よ恋ひ｣ エンデューロ開催

ふるさとづくり大賞を受賞

第4回高山ダム駅伝

　3月18日（日）、マウンテンバイクイベント京都ゆぶね「春よ恋ひ」エンデューロが、湯船森林公園内で
開かれます。一周約4kmのコースを4時間走り続け、何周したかを競い合います。2021年ワールドマスター
ズゲームズ「マウンテンバイク競技」会場にもなっており、毎回多くの方で賑わう本イベント、ぜひご参加・
ご観覧ください。
※問合せや申込みは下記まで。

日　　時　3月18日（日）
開 催 地　和束町湯船森林公園内「ゆぶねMTB LAND」
募集期間　3月10日（土）まで
参 加 費　一般5500円・中学生2000円・小学生1500円　他
申 込 み　ゆぶね MTB Project
　　　　　ホームページアドレス http://main.846.info
　　　　　☎0740・22・2256
問 合 せ　和束町地域力推進課　☎0774・78・3002（直通）

　2月3日（土）におこなわれた平成29年度ふるさとづくり大賞表彰式において、南山城村がふるさとづく
り大賞を受賞しました。
　ふるさとづくり大賞は、それぞれのこころをよせる地域「ふ
るさと」をより良くしようと頑張る団体、個人を表彰すること
により、ふるさとづくりへの情熱や想いを高め、豊かで活力あ
る地域社会の構築を図ることを目的として、昭和58年度から総
務省が実施しています。
　今回の受賞は、道の駅「お茶の京都　みなみやましろ村」を
拠点とした特産品による商品開発・販売促進・ブランド化によ
る産業再生を図るとともに、交通難民・買い物弱者対策として
の「村民百貨店」の整備や公共交通網の再構築、ICT（情報通信
技術）を活用した生活支援制度の実用化に向けた取組みが評価さ
れたものです。

　2月4日（日）、南山城村総合型地域スポーツクラブ主催
の「第4回南山城村高山ダム駅伝大会」が高山ダム周辺コー
スで開かれました。
　当日は天候も良く、小学生・中学生・高校生・一般の部と、
今回新設された個人の部のそれぞれに村の内外から多くの
方が参加され、自然豊かなコースを颯爽と駆け抜けました。
　前回に引き続き、タレントの森脇健次さんも「森脇健次
陸上部」のメンバーを引きつれ、参加者に声をかけながら
参加され、また、応援の方も多くおられ、にぎやかな一日
となりました。

昨年レース時の様子
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まち・むらの話題まち・むらの話題

災害時のトイレ使用
～京南環から災害用トイレ無償貸出～

3町村保育園（所）節分行事

　1月22日（月）、大谷処理場を委託運営している京都南部環境事業協同組合と相楽郡広域事務組合との間
で災害用トイレの無償貸出に関する調印式がおこなわれ、相楽東部3町村にも貸出を受けました。
　災害はいつ発生するか予測をすることが非常に困難です。ひとたび被災地になった場合にトイレに行か
なくても済むように食事や水分を控えたり、トイレを我慢したりすることで体調を崩される方もおられま
す。また、記憶に新しいところでは平成23年3月11日に発生した東日本大震災においては被災地のトイレ
が深刻な問題となっていました。もし被災した場合、初期段階においては生活環境が崩れたなか、自らそ
のような問題に対応する必要があります。
　このような現状・経緯を踏まえ
ると、被災初期段階においても安
心して過ごせるように、身近に備
えをしておくことが非常に重要に
なります。そこで、災害時の備え
としてトイレに対する安全を少し
でも提供できるように、災害用ト
イレの提供を受け、笠置町・和束
町・南山城村に備えることになり
ました。
　災害用トイレは笠置町に10基、
和束町に10基、南山城村に15基
それぞれ無償貸出を受けました。
ありがとうございました。

　2月2日（金）、3町村保育園（所）では、節分行事がおこなわれました。
　笠置保育所では、子どもたちが自作の鬼の面をかぶり、節分に関する紙芝居や絵本を見たり、歌を歌っ
たりして節分行事を楽しみました。突然赤鬼と青鬼が現れ、泣き出す子どももいましたが、みんなで豆を
まいて鬼を追い払うことができました。
　最後はボールが当たると回転する「にこにこ鬼に変身ボード」で遊び、楽しい節分会となりました。
　和束保育園では、子どもたちが二階のホールで、最初に職員劇を鑑賞し、その後「みんなの心の中に住
んでいる鬼をみんなで退治しましょう。」と元気いっぱい園庭へと向かいました。
　職員が扮した鬼が現れると、子どもたちは元気いっぱい「鬼は外！福は内！」と豆を投げ、節分を楽し
みました。
　南山城保育園では、年長児が自分たちで作った鬼の面をつけ鬼役となり、他のクラスの園児が豆まきを
しました。しばらくすると、園長が扮した“鬼の親分”が登場。みんなで元気いっぱい「鬼は外！福は内！」
と豆をまき、鬼を追い払いました。

３町村

３町村

相楽会館での確認書調印式の様子

笠置保育所節分行事
みんなで鬼を追い払いました

和束保育園園庭で記念写真 南山城保育園では園庭で豆をまいて
鬼を追い払いました

₆
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美び

か化
作さ

ぎ
ょ
う業

俳
句　

ぎ
こ
ち
な
い　

夏な
つ

の
カ
ヌ
ー
の　

し
ぶ
き
飛と

び

短
歌　

解か
い
き
ん禁

の　

合あ
い

図ず

を
待ま

ち
て　

木き

津づ

川が
わ

へ

　
　
　
　
　
　
　
　

釣つ

り
上じ

ょ
う
ず手

居い

て　

食た

べ
上じ

ょ
う
ず手

い
る

南
山
城
村
フ
リ
ー
W
i

−

F
i

サ
ー
ビ
ス
開
始

　

3
月
か
ら
、
村
内
9
箇
所
の
施
設
で
フ
リ
ー
W
i

−

F
i

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

総
務
省
の
平
成
29
年
度
公
衆
無
線
L
A
N
環
境
整
備
支
援

事
業
を
活
用
し
整
備
し
た
も
の
で
、
災
害
時
に
避
難
者
が
利

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
村
内
の
主
要
な
広
域
避
難

場
所
等
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

平
時
は
認
証
制
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

災
害
時
は
開
放
し
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

◦ 

利
用
可
能
施
設
・
利
用
方
法
等
の
詳
し
い
内
容
は
チ
ラ

シ（
※
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※ 

チ
ラ
シ
は
広
報
れ
ん
け
い
今
月
号
に
差
込
み
し
て
い
ま

す（
南
山
城
村
の
み
）。

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
（
直
通
）

仲北悦雄さん

西岡良祐さん

笠置町支部作品展・学生の部

四つ折りストレッチャー LEDランタン 救助工具セット
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
36
　
肺
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
（
M
A
C
症
）
に
つ
い
て

　

結
核
菌
に
似
た
細
菌
が
引
き

起
こ
す
肺
の
感
染
症
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
非
結
核
性
抗
酸
菌

は
数
十
種
類
あ
り
日
本
で
は
こ

の
う
ち
「
マ
イ
コ
バ
ク
テ
リ
ウ

ム
・
ア
ビ
ウ
ム
」
と
「
マ
イ
コ

バ
ク
テ
リ
ウ
ム
・
イ
ン
ト
ラ
セ

ル
ラ
ー
レ
」
と
い
う
菌
に
よ
る

肺
M
A
C
症
が
肺
非
結
核
性
抗

酸
菌
症
の
9
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
増
加
の
理
由
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
2
0
1
4
年
の

調
査
で
は
10
万
人
当
た
り
14
・

7
人
で
、
結
核
の
罹
患
率
を
上

回
り
ま
し
た
。
高
齢
男
性
に
多

い
空
洞
病
変
を
生
じ
る
線
維
空

洞
型
と
中
高
年
の
女
性
に
多
い

中
葉
中
心
気
管
支
拡
張
型
の
二

つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
結

核
菌
と
異
な
り
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

に
伝
染
す
る
こ
と
は
な
く
、
水

や
土
壌
に
住
ん
で
い
る
菌
を
吸

い
込
ん
で
病
気
が
起
こ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
期
は
無

症
状
の
こ
と
が
多
く
、
大
部
分

は
健
診
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

発
見
さ
れ
ま
す
。「
長
引
く
咳
・

痰
」「
登
坂
時
や
重
い
物
を
持
っ

た
時
の
息
切
れ
」
が
あ
れ
ば
医

師
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
常
は
10
年
以
上
か
け
て

ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
ま
れ
に
数
年

で
急
性
増
悪
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
定
期
的
に
診
察
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
治
療
は
ク
ラ

リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
・
リ
フ
ァ
ン

ピ
シ
ン
・
エ
タ
ン
プ
ト
ー
ル
と

い
う
3
種
類
の
抗
菌
薬
を
併
用

す
る
の
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

勝
手
に
薬
を
減
ら
し
た
り
、
飲

ん
だ
り
飲
ま
な
か
っ
た
り
す
る

と
薬
の
利
か
な
い
耐
性
菌
に
し

て
し
ま
う
事
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
き
っ
ち
り
服
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
菌
が
陰
性
化
し

て
か
ら
も
1
年
間
の
服
用
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
抗
菌
薬
が

効
か
な
い
場
合
は
空
洞
や
気
管

支
拡
張
病
変
を
手
術
で
取
り
除

く
事
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ミ
カ
シ
ン
の
吸
入
や
ソ
リ

ス
ロ
マ
イ
シ
ン
と
い
う
抗
菌
薬

な
ど
新
し
い
治
療
法
も
開
発
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
菌

が
消
え
て
も
再
発
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
や
っ
か
い
な
病
気
と

も
言
え
ま
す
。
菌
に
対
す
る
抵

抗
力
を
維
持
す
る
た
め
過
労
・

睡
眠
不
足
・
ス
ト
レ
ス
を
避
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
家
庭
菜

園
で
は
新
た
な
菌
を
吸
い
込
ま

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
、

風
呂
場
を
乾
燥
さ
せ
て
カ
ビ
が

生
え
に
く
い
環
境
に
す
る
こ
と

な
ど
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

精
華
町 

藤
木
医
院　

藤
木
新
治

○
申
請
免
除
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
免
除
や
納

付
猶
予
に
な
っ
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、
保
険
料
免
除
は
保
険
料

を
納
め
た
時
に
比
べ
て
２
分
の
１
（
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
免
除
期

間
は
３
分
の
１
）
に
な
り
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
家
族
の
方
の
所
得
の
多
寡
は

問
い
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

◦
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

◦ 

退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請
を
お
こ
な
う
と
き
は
、 

退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

　

※ 

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
南
年
金
事
務
所　

☎
0
7
5
・
6
4
3
・
2
5
4
7

　
　
　
　
　

笠
置
町
税
住
民
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5
（
直
通
）

　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
・
学
生

納
付
特
例
申
請
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る
人

　

職
場
の
健
康
保
険
・
国
保
組
合
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、

す
べ
て
の
人
が
国
保
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

届
出
を
し
た
日
で
は
な
く
国
保
の
資
格
を
得
た
日
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
格
を
得
た

日
か
ら
14
日
を
過
ぎ
る
と
、
届
出
ま
で
の
間
に
か
か
っ
た
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
喪
失
後
に
国
保
の
保
険
証
で
受
診
し
た
場
合

は
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
と
他
の
健
康
保
険
料
を
二
重
で
支
払
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
、
国
保
は
自
動
的
に

喪
失
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 
届
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
入
が
必
要

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と
届
出
に
来
る
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
別
世
帯
の
方
が
代
理
で
届
出
を
す
る
場
合
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

笠
置
町
税
住
民
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　

和
束
町
税
住
民
課　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5（
直
通
）

　
南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く

◆
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限

は
、
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
4
月
1
日

か
ら
の
新
し
い
保
険
証
は
、
3
月
中
に
簡
易
書
留
郵
便
で
世
帯

加
入
者
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
あ
て
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
役
場

窓
口
で
の
交
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
有
効
期
限
が
短
い

保
険
証
）。
こ
の
場
合
、
対
象
世
帯
に
は
個
別
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前8時30分～

午後0時30分
診療時間 午前9時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
4月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
4 月 1 日（日） 内科・小児科
4 月 8 日（日） 内科・小児科
4 月 15 日（日） 内科・小児科
4 月 22 日（日） 内科・小児科
4 月 29 日（日） 内科
4 月 30 日（月・祝） 内科

※ 3月分については広報れんけい2月号をご覧
ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎0774・73・9988（直通）

保健・福祉保健・福祉

8



平
成
30
年
度「
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
交
付
」（
笠
置
町
）

　

外
出
困
難
な
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ

る
際
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
対
象
と
な
る
場
合
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。）な
お
、
平
成
29
年
度
の

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券（
ピ
ン
ク
色
）」
は
、
4
月
1
日
以
降
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

町
内
に
お
住
ま
い
で
次
の
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
在
宅
の
方（
病
院
へ
入
院
中
の
方
含
む
）で
、
申
請
の
日
の

属
す
る
年
度（
申
請
の
日
の
属
す
る
月
が
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）分
の
所
得
税
額
を
世
帯
で
合
算
し

た
額
が
39
万
7
千
円
以
下
の
方

障
害
の
区
分

障
害
の
程
度

視
覚
障
害

1
・
2
級

下
肢
ま
た
は
移
動
機
能
障
害

（
上
肢
1
・
2
級
か
つ
下
肢
3
級
の
方
を
含
む
）

1
・
2
級

体
幹
機
能
障
害

1
・
2
級

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
及
び
小
腸
機
能
障
害

1
級

療
育
手
帳

A
判
定

利
用
券
交
付
額

　

年
間
1
2
0
0
0
円
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

（
月
額
1
0
0
0
円
分
）

　

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
5
月
以
降
に
申
請
を
さ
れ
た
場
合
は
申
請
の
当
月

か
ら
の
月
割
り
交
付
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

◦
印
か
ん

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

第
2
回
健
康
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

実
施
し
ま
す（
笠
置
町
）

C
a
f
e
い
き
い
き（
南
山
城
村
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い（
南
山
城
村
）

〜
あ
な
た
の
「
か
ら
だ
の
健
康
度
」
が
簡
単
に
測
定

で
き
ま
す
〜

日　

時　

3
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時（
午
前
は
正
午
ま
で
の
受

付
。
午
後
は
1
時
か
ら
受
付
再
開
に
な
り
ま
す
。）

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

　
　
　
　

※
素
足
に
な
り
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

内　

容健
康
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
　

 

高
精
度
体
組
成
計
で
の
測
定
、
骨
密
度
測
定
、
ロ
コ
モ
度

チ
ェ
ッ
ク
他

体
験
メ
ニ
ュ
ー

　

◦ 

デ
ジ
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
（
バ
ラ
ン
ス
能
力
と
重

心
の
偏
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

◦ 

足
の
健
康
測
定
会（
足
裏
の
形
や
足
指
の
力
を
測
定
し
ま
す
。）

　

◦ 
ス
テ
ッ
プ
プ
ラ
ス（
年
齢
と
と
も
に
衰
え
て
く
る
「
デ
ュ
ア

ル
タ
ス
ク（
2
つ
の
こ
と
を
同
時
に
行
う
“
な
が
ら
動
作
”

を
向
上
さ
せ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
頭
と
体
を
同
時
に
鍛
え

る
ゲ
ー
ム
で
す
。）

　

ス
テ
ッ
プ
プ
ラ
ス
に
は
、
堺
正
章
校
長
で
お
な
じ
み
の
『
世

界
一
受
け
た
い
授
業
』
に
登
場
さ
れ
た
京
大
の
青
山
先
生
が
来

場
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
他
に
、
2
0
1
7
ミ
ス
日
本
「
海
の

日
」
を
受
賞
し
た
歯
科
医
師
の
三
上
優
先
生
に
よ
る
お
口
の
健

康
に
つ
い
て
の
お
話
し
や
、
子
ど
も
が
体
験
で
き
る
歯
の
模
型

を
使
っ
た
新
感
覚
の
歯
磨
き
教
室（
誰
が
一
番
き
れ
い
に
磨
け
る

か
な
？
）な
ど
も
同
時
に
開
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
楽
し

い
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、

ま
た
友
達
と
ご
一
緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
2
月
号
の
笠
置
町
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

老
い
へ
の
不
安
、
一
人
へ
の
不
安
、
介
護
に
関
す
る
こ
と
な

ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。
今
年

度
最
後
の
回
と
な
り
、
振
り
返
り
も
し
な
が
ら
み
な
さ
ん
と

お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日　

時　

3
月
15
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場　

所　
「
い
き
い
き
元
気
広
場
」

　
　
　
　
（
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
旧
保
育
所
）

内　

容　

 

い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ

ム
、
お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶
で
交
流

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
1
2
0
1

実
施
日　

3
月
27
日（
火
）

受
付
時
間
と
場
所

　

午
前
11
時
〜
正
午　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時　

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

献
血
で
き
る
方

　

男
性　

17
歳
か
ら
69
歳
ま
で

　

女
性　

18
歳
か
ら
69
歳
ま
で

　

男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上
の
方

　

※ 

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血

を
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

※ 

患
者
や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
献
血
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物　

 

献
血
カ
ー
ド
、
ま
た
は
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

保健・福祉保健・福祉

9



平成30年4月から
学校給食費・修学旅行費の無償化実施へ

　相楽東部広域連合ではこれまで、平成28年6月に策定した「教育に関する大綱」の基本方針に掲げる 
「相楽東部の人づくり・地域づくり・未来づくり」を進めるための施策として、教材費や校外活動費の軽減
を図るとともに、漢字検定料や英語検定料、柔道着などを公費負担化し、相楽東部の将来を担う子どもた
ちの育成に取り組んできました。
　本年、連合発足10年目を迎えるにあたり、この大綱に定める基本方針を一層進めるため、学校給食費及
び修学旅行費の無償化に必要な事業費を平成30年度予算に計上します。
　この無償化の第一の意義は、相楽東部の明日を切り拓く人づくりにあり、また、住民みんなで地域の子
どもを育てることにあり、その過程において、結果として、急速に進む少子化や子どもの貧困問題への対
応に、ひいては子育て世帯への支援や保護者負担の軽減につなげたいと考えています。
　現在の一人当たりの給食費は、各校で額が違うことから、小学校・中学校で給食費単価を統一した上で
無償化を進めるため、一人当たりの軽減額は学校給食費で年4万7千円、修学旅行費と合わせると小学6年
生で年6万7千円、中学3年生で年11万2千円になります。
　この無償化を実施するにあたり、平成30年度は連合全体で約2200万円の予算が必要になり、同予算案は 
相楽東部広域連合議会に提出します。来年度予算が可決されれば、平成30年4月から実施します。

第25回 相楽少年の主張大会
　2月18日（日）、笠置町産業振興会館において、第25回相楽少年の主張大会が開かれ、連合の3町村から
も6人の小中学生が出場しました。
　発表者は「人権」「平和」「環境」などをテーマに、日々の生活や
学習を通して感じたことや伝えたいことを堂々と発表しました。
　奨励賞に選ばれた3町村の6人の小中学生も自分たちの思いをしっ
かり主張し、その思いは会場のみなさんの胸に届いたことでしょう。

奨励賞

　 小学生の部 　中村瑞奈さん・乾芙結子さん・植田成海さん

　 中学生の部 　中井貴誠さん・萩原充さん・坂本優希さん

教　育教　育

修学旅行（3小学校合同） 学校給食

主張大会集合写真

�



●
特
殊
詐
欺
と
交
通
安
全
の
話
を
し
ま
す

　

木
津
警
察
署
で
は
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
向
け
た
「
特

殊
詐
欺
被
害
と
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
話
」
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
町
内
の

会
合
・
寄
り
合
い
な
ど
、
な
ん
で
も

結
構
で
す
。
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

日
程
調
整
を
し
て
講
師
を
派
遣
い
た

し
ま
す
。

●
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
が
増
え
て
い
ま
す

　

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
装
置
は
交
通
事
故
の
防
止
や
軽
減

に
役
立
ち
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
装
置
は
万
能
で
は
な
く
、

条
件
に
よ
っ
て
は
装
置
が
作
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
装
置
へ
の
過
信
は
禁
物
で
す
。

●
還
金
詐
欺
が
発
生
し
ま
し
た

　

1
月
19
日（
金
）、
精
華
町
在
住
の
高
齢
者
の
方
の
自
宅

に
役
場
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
「
保
険
料
の
払
い
戻
し
が

あ
り
ま
す
。」
と
い
う
電
話
が
あ
り
そ
の
後
、
金
融
機
関

の
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
で
自
宅
近
く
の
ス
ー
パ
ー

の
A
T
M
に
誘
導
さ
れ
、
約
1
0
0
万
円
を
送
金
す
る

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
電
話
で
の

こ
う
い
っ
た
お
金
に
関
係
す
る
話
は

詐
欺
で
す
。

　

不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

　

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
義
務
が
あ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
で
す
が
警
報
が
鳴
る
原
因
は
火
災
の
時
、
誤
報（
燻
煙

式
殺
虫
剤
・
ほ
こ
り
や
虫
・
調
理
時
の
熱
や
煙
な
ど
）、

電
池
切
れ
の
時
、ま
た
は
機
器
の
故
障
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

● 

火
災
の
時
は
大
声
で
周
り
に
知
ら
せ
る
・
1
1
9
番
通

報
す
る

　

◦
可
能
な
ら
初
期
消
火
を
す
る
・
避
難
す
る

● 

誤
報
の
時
は
警
報
音
停
止
ボ
タ
ン
を

押
す
・
室
内
の
換
気
を
す
る

● 

電
池
切
れ（
電
池
の
寿
命
は
約
10
年
）

や
故
障
の
時
は
機
器
を
取
り
換
え
る

以
上
の
事
項
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
警
報
器
の
定
期
的

な
作
動
確
認
を
お
こ
な
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

京
都
府
消
防
大
会
が
2
月
4
日（
日
）、
京
都
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
笠
置
町
・
南
山
城
村
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
17
名
が
京
都
府
消
防
協
会
よ
り
依
頼
を
受
け
、
式
典

で
の
ラ
ッ
パ
吹
鳴
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
隊
の
団
員

の
み
な
さ
ん
は
、
各

町
村
ラ
ッ
パ
隊
で
の

練
習
や
、
合
同
練
習

を
重
ね
本
番
に
臨
み

ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
隊
は
京
都

府
南
部
地
域
で
は
、

笠
置
町
と
南
山
城
村

に
し
か
な
く
伝
統
あ

る
組
織
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
式
典
で
は
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

京
都
府
知
事
功
労
章

　

笠
置
町
消
防
団　
　

団
長　
　

大
西　

篤
司

京
都
府
知
事
永
年
勤
続
功
労
章

　

和
束
町
消
防
団　
　

分
団
長　

柚
木　

秀
太

　

南
山
城
村
消
防
団　

副
団
長　

南　
　

和
昇

精
励
章

　

笠
置
町
消
防
団　
　

班
長　
　

森
島　

弘
一

　

和
束
町
消
防
団　
　

部
長　
　

飯
田　

修
司

　

南
山
城
村
消
防
団　

部
長　
　

柚
木　

健
一

　

南
山
城
村
消
防
団　

部
長　
　

大
久
保
晋
一

　
「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」
を
全
国
統
一

防
火
標
語
に
掲
げ
、3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
7
日
間
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
火

の
元
の
点
検
や
家
の
周
り
に

燃
え
易
い
も
の
を
置
か
な
い

な
ど
、
火
災
予
防
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器

ラ
ッ
パ
隊
の
音
色
が
注
目
を

浴
び
る

春
の
火
災
予
防
運
動

安心・安全安心・安全

�



おしらせおしらせ

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

3
月
20
日（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

3
月
20
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

3
月

13
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

23
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

3
月

14
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

16
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

23
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

3
月
20
日（
火
）　

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
2
時
〜

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

女
性
学
講
座
管
外
研
修

『 

椿
大
神
社
発
〜
い
ち
ご
一
会
の

春
休
み
〜
』（
3
町
村
）

実
施
日　

3
月
22
日（
木
）

時　

間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時

行
き
先　

三
重
方
面

集
合
場
所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

南
山
城
村
文
化
会
館

内　

容　

①
椿
大
神
社（
鈴
鹿
市
）

　
　
　
　

② 

昼
食
「
自
然
薯
茶
茶 

鈴
鹿
山
麓
店
」

に
て
山
の
香
御
膳（
菰
野
町
）

　
　
　
　

③
い
ち
ご
狩
り
体
験

　
　
　
　
　

 「
T
o
m
i 

B
e
r
r
y 

い
ち
ご
園
」

（
伊
賀
市
）

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

4
8
4
0
円（
昼
食
代
・
体
験
料
）

定　

員　

先
着
20
人

申
込
受
付　

3
月
6
日（
火
）〜
12
日（
月
）

　
　
　
　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　

※ 

お
1
人
に
つ
き
、
1
件
の
申
込
み
に

限
る

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

『
1
0
0
均
グ
ッ
ズ
で
D
I
Y
』（
3
町
村
）

実
施
日　

3
月
27
日（
火
）

時　

間　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館
3
階

講　

師　

常
元
将
平
さ
ん

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

1
1
0
0
円（
講
習
料
・
材
料
費
）

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

申
込
受
付　

3
月
12
日（
月
）〜
20
日（
火
）

　
　
　
　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

『
ふ
わ
ふ
わ
パ
ン
作
り
』（
3
町
村
）

実
施
日　

4
月
5
日（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

梶
本
秀
子
さ
ん
・
西
嶋
ま
ゆ
み
さ
ん

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

7
0
0
円（
講
習
料
・
材
料
費
）

定　

員　

先
着
8
人

持
ち
物　

 
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
パ
ン
持
ち
帰
り
用

の
箱
等

申
込
受
付　

3
月
19
日（
月
）〜
28
日（
水
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

3
月
12
日（
月
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

3
月
7
日（
水
）・
28
日（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

3
月
10
日（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

3
月
8
日（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

人
権
相
談
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

3
月
20
日（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

3
月
20
日（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
役
場
1
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

3
月
27
日（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

講
　
座

相
　
談 時

（
笠
置
町
）時

　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

階

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年 1 月受付）。敬称略
　氏　名：山本　浩二　　住　所：木津川市　　寄附金：200,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

�



おしらせおしらせ
内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　
 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
3
月
13

日（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話（
F
A
X
番
号
）・
相
談
内

容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ

く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、

変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9

−

0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　

0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室

　

茶
道
の
基
本
、
盆
略
点
前（
ぼ
ん
り
ゃ
く
て
ま

え
）を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

親
子
で
な
く
て
も
参
加
可
能
で
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

日　

時　

3
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

和
束
町
運
動
公
園　

て
ら
す
和
豆
香

対　

象　

親
子
10
組
、
1
人
で
も
可

費　

用　

1
人
5
0
0
円

申
込
・
問
合
せ

　

池
田
み
ゑ
子　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
0

　

中
井
薫　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
2
2
5
7

申
込
締
切　

3
月
15
日（
木
）

主　

催　

お
茶
の
郷
和
束 

茶
道
教
室

※ 

和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室
は
、
平
成
28

年
度
和
束
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
で 

和
束
の
茶
文
化
を
通
じ
た
交
流
の
た
め
に
始

ま
っ
た
事
業
で
す
。

和
束
の
小
さ
な
文
化
祭

　

和
束
丘
の
上
の
家
で
、「
小
さ
な
文
化
祭
」
を

開
き
ま
す
。

　

本
や
も
の
づ
く
り
体
験
、
和
束
茶
と
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

夕
方
か
ら
は
音
楽
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す（
無

料
）。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

3
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
8
時

　
　
　
　
（
ラ
イ
ブ　

午
後
6
時
〜
8
時
）

会　

場　

和
束
丘
の
上
の
家

　
　
　
　

和
束
町
白
栖
下
出
59

　
　
　
　
（
白
栖
共
同
製
茶
組
合
の
坂
の
上
）

主　

催　

カ
ル
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　
　
　
　

和
束
喫
茶
去
研
究
会

問
合
せ

　

和
束
喫
茶
去
研
究
会 

吉
田

　

☎
0
9
0
・
7
8
8
1
・
4
6
0
2

　

huim
ei315@

gm
ail.com

※
平
成
27
年
度
に
和
束
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

補
助
金
を
い
た
だ
き
開
い
た
、「
和
束
町
で
本
を

め
ぐ
る
一
日
」
の
3
回
目
事
業
に
な
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集（
笠
置
町
）

　

笠
置
町
全
域
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

2
人

業
務
内
容　

 

携
帯
用
端
末（
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ

ル
）を
用
い
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
業
務
。

　
　
　
　

 

笠
置
町
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
委
託

契
約
と
し
て
作
業
に
従
事
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

※ 

委
託
契
約
の
た
め
、
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
は
無
し
。

委
託
期
間　

 

平
成
30
年
４
月
1
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で（
以
後
、年
度
毎
に
更
新
）

委
託
料　

 

検
針
1
件
あ
た
り
1
0
0
円（
予
定
）

応
募
資
格  

（
1
） 笠
置
町
に
住
所
を
有
し
、
心
身
と

も
に
健
康
な
方

　
　
　

  

（
2
） 委
託
契
約
時
に
満
70
歳
未
満
の
方

　
　
　

  

（
3
） 普
通
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付

自
転
車
免
許
等
を
有
し
、
自
家
用

車
で
検
針
可
能
な
方

応
募
方
法　

 

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
り
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
笠
置
町
建
設
産
業
課

ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

３
月
16
日（
金
）必
着

選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
面
接

面
接
日
時　

３
月
下
旬
頃

　
　
　
　

※
対
象
者
に
は
後
日
連
絡
致
し
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
建
設
産
業
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

自
衛
官
募
集
案
内

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資
格

予備自衛官補

一　般

第
1
回

　

1
月
9
日（
火
）〜

　

4
月
6
日（
金
）

第
2
回

　

7
月
1
日（
日
）〜

　

9
月
14
日（
金
）

※ 

第
1
回
で
採
用
予

定
数
に
達
し
た
場

合
、
第
2
回
は
実

施
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

第
1
回

　

4
月
14
日（
土
）〜

　
　
　

18
日（
水
）

第
2
回

　

9
月
29
日（
土
）〜

　

10
月
2
日（
火
）

※ 

い
ず
れ
か
1
日
を

指
定
し
ま
す
。

18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
者

技　能

18
歳
以
上
で
国

家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者

（
資
格
に
よ
り

年
齢
の
上
限
が

あ
り
ま
す
。）

幹部候補生

一　般
 （大卒程度）

3
月
1
日（
水
）〜

5
月
1
日（
火
）　

1
次

　

5
月
12
日（
土
）・

　
　
　

13
日（
日
）

2
次

　

6
月
12
日（
火
）〜

　
　
　

15
日（
金
）

3
次

　

海
上 

　

7
月
9
日（
月
）〜

　
　
　

13
日（
金
）

　

航
空

　

7
月
14
日（
土
）〜

　

8
月
2
日（
木
）

22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
者

（
20
歳
以
上
22

歳
未
満
の
者
は

大
卒（
見
込
含
）

修
士
課
程
修
了

者
等（
見
込
含
）

は
28
歳
未
満
）

自
衛
官
は
28
歳

未
満

一　般
（院卒者）

修
士
課
程
修
了

者
等（
見
込
含
）

で
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
者

歯　科・薬剤科

1
次

　

5
月
12
日（
土
）

2
次

　

6
月
12
日（
火
）〜

　
　
　

15
日（
金
）

専
門
の
大
卒

（
見
込
含
）20
歳

以
上
30
歳
未
満

の
者（
薬
剤
科

は
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
者
）

自
衛
官

候
補
生

年
間
を
通
じ
て
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

受
付
時
に
お
し
ら
せ

し
ま
す
。
※

18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
者

（
注
）　

※ 

平
成
31
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学

校
卒
業
予
定
者
の
採
用
試
験
は
、
原
則
と
し
て
平
成
30
年

9
月
21
日
以
降
に
お
こ
な
い
ま
す
。

受
付
及
び
問
合
せ

（
1
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
0
7
5
・
8
0
3
・
0
8
2
0

（
2
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

 

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71

−

5

　
　
　

S
・
C　

O
K
U
B
O　

2
0
2
号
室

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
44
・
7
1
3
9

（
3
）　

ア　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90

−

1

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　
　
　

イ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14

−

2

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
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自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
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て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
没
者
遺
族
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談
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お
し
ら
せ

　

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、

木
津
川
市
・
相
楽
郡
を
担
当
す
る
相
談
員
に
つ

い
て
、
山
岡
芳
幸
さ
ん（
木
津
川
市
）が
継
続
し

て
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
戦
没
者

遺
族
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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成
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平
成
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年
9
月
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日

連
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木
津
川
市
鹿
背
山
東
大
平
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☎
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7
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おしらせおしらせ

〔3月のEVENT〕

お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） 
☎075・414・4529

詳細は「お茶の京都博」ホームページへ（http://ochahaku.kyoto/）

問合せ

山城12市町村が大学や企業とコラボして制作した、流派にとらわれない12の「一坪茶室」が商店街に集結します！
一坪茶室を巡る景品付きスタンプラリー、周辺商店街で利用できるスマホアプリクーポン「こことろ」も実施！

お茶の京都博「一坪茶室展～やよいver.～」
午前10時～午後4時日時 3月3日（土）・4日（日） 宇治市（JR宇治駅、京阪宇治駅周辺商店街等）場所

※雨天時は10日（土）・11日（日）に順延 QRコードからアプリを取得

「お茶の京都博」を締めくくり次世代へ繋げる
テイクオフイベント。お茶の京都博イベントの
表彰状贈呈式やクラシック演奏、お楽しみ抽選
会などのステージイベントのほか、立礼式の呈
茶席や宇治茶BAR、特産品販売など食の催し
も盛りだくさん！京きゃらたちも集合☆

アスピアやましろ（山城総合文化センター）
福寿園CHA遊学パーク（自由見学：540円）

日時

場所
午前11時～午後4時3月10日（土）

お茶の京都博テイクオフパーティー

サテライト会場

「日本緑茶発祥の地」宇治田原町で、お茶の産地や銘柄を当てる競技
「茶香服大会」を開催。手もみ製茶、抹茶アートなどの体験や特産品など
の販売イベントも！※競技の事前申込は終了しております。
☎0774・88・6638（宇治田原町産業観光課）

全国茶香服大会
日時

場所

3月4日（日）
JA京都やましろ宇治田原町支店〈競技会場〉
午後1時30分～5時

〈イベント会場〉
午前10時～午後4時
宇治田原町住民体育館

小 中 学 校 の 卒 業 式 ・ 入 学 式

平成30年度
管内小・中学校土曜教育活動計画のおしらせ

土曜日を活用した教育活動計画（予定）

学校名 学期 実施日（土曜日）

笠置小学校
1 学期 5 月 19 日、6 月 16 日、

7 月 7 日
2 学期 12 月 15 日
3 学期 2 月 23 日

和束小学校
1 学期 5 月 12 日、6 月 23 日
2 学期 11 月 3 日
3 学期 1 月 26 日、2 月 16 日

南山城小学校
1 学期 6 月 16 日、7 月 7 日
2 学期 10 月 13 日、12 月 8 日
3 学期 2 月 23 日

学校名 学期 実施日（土曜日）

笠置中学校
1 学期 5 月 26 日、6 月 23 日
2 学期 10 月 27 日、12 月 15 日
3 学期 1 月 19 日

和束中学校
1 学期 5 月 12 日、6 月 9 日
2 学期 9 月 8 日、11 月 3 日
3 学期 2 月 23 日

※ 午前中授業で給食はありません。また、振替休業
もおこないません。

※ 実施日は現段階での計画であり、変更する場合が
あります。

　相楽東部広域連合管内の小・中学校では、平成30年度の土曜日を活用した教育活動を下記日程のとおり
実施します。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

卒業式 入学式
小学校　3月 20日（火）
中学校　3月 14日（水）

小学校　4月 9日（月）
中学校　4月 10日（火）

�
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８
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。
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４
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Q
引
越
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

数
社
か
ら
見
積
を
取
っ
て
事
業
者

を
選
ん
だ
。
引
越
し
当
日
の
作
業

中
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
引

越
し
荷
物
を
整
理
し
て
い
る
と
き

に
収
納
家
具
の
側
面
に
傷
が
つ
い

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の

旨
を
事
業
者
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

傷
部
分
を
補
修
す
る
と
の
返
答
が

あ
っ
た
。

　

す
ぐ
に
は
見
え
な
い
部
分
だ
が
、

嫁
入
り
道
具
で
買
っ
て
ま
だ
新
し

い
も
の
で
、
補
修
で
は
傷
が
消
え

る
も
の
で
は
な
い
し
、
傷
を
つ
け

た
の
は
事
業
者
の
ミ
ス
な
の
だ
か

ら
新
品
に
交
換
を
求
め
た
い
。

 

（
30
歳
代　

女
性
）

A
引
越
し
の
際
、
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
「
引
越

運
送
約
款
」
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ル

を
も
と
に
引
越
し
事
業
者
と
利
用

者
が
契
約
を
お
こ
な
い
ま
す
。
一

般
的
な
「
引
越
運
送
約
款
」
で
は

事
業
者
の
過
失
で
荷
物
に
傷
が
つ

い
た
場
合
、
事
業
者
側
に
賠
償
責

任
が
生
じ
ま
す
が
、
修
理
・
時
価

額
相
応
の
代
替
品
、
ま
た
は
金
銭

に
よ
っ
て
補
償
な
ど
、
損
傷
の
程

度
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
変
わ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
事
業
者
の
過

失
で
あ
っ
て
も
、
新
品
に
交
換
す

る
の
が
当
然
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

引
越
し
の
際
は
「
引
越
運
送
約
款
」

を
事
前
に
読
ん
で
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
確
認
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
引
越
し
の
当
日
も
作
業

で
つ
い
た
傷
か
以
前
か
ら
あ
っ
た

傷
か
で
、
も
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
作
業
員
が
搬
出
時
に
傷
を
発

見
し
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
確
認

し
て
も
ら
う
な
ど
の
取
り
決
め
を

し
て
お
く
こ
と
も
後
々
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
た
め
に
効
果
的
な

方
法
で
す
。
事
業
者
を
選
ぶ
際
は

金
額
を
重
視
し
が
ち
で
す
が
、
事

前
に
準
備
や
確
認
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
今
回
の
ケ
ー
ス

で
は
相
談
者
が
修
理
業
者
を
指
定

し
、
そ
こ
で
修
理
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。

引
越
し
作
業
で
家
具
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
っ
た

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より

南山城村図書室より

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　3月 25日（日）午前 10時 30分～　
　場　所　和束町体験交流センター 1階ホール
☆『お話を絵にしよう』の作品展示について
　 　子どもたちが自分の好きな本を読んで、感じたことや思ったことを絵に表現した作品を募集しました。応募していた

だいた作品を、3 月上旬～ 3 月中旬まで和束町役場 1 階 住民ホールで展示しています。ご家族で、ぜひご観覧ください。

☆「読み聞かせ講座」のご案内
　日　時　3月 18日（日）午後 1時 30分～ 3時 30分
　場　所　南山城村図書室　
　講　師　中田睦子さん　　　★参加は自由です

☆「春休みおはなし会」のご案内
　日　時　3月 25日（日）午後 2時～ 3時
　場　所　南山城村図書室

臨時休館のおしらせ
和束町体験交流センター図書室が施設の受電施設工事の
ため、3月17日（土）臨時休館します。

図 書 室
　 だ よ り

★ Pick UP ★

　「ドクター古藤の家庭菜園診療所」
　古藤俊二 著

　家庭菜園の方や農家の方から寄せら
れた質問への、ドクター・コトー家庭
菜園カルテの集大成です。
　病気・害虫退治から、作物・土の元気回復、栽培方
法など。アイデアと技術、手作り資材など、その対策
がまとめられています。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書
銀河鉄道の父 門井慶喜
パーマネント神喜劇 万城目学
九十歳。何がめでたい 佐藤愛子

児童書

世界を救う　パンの缶詰 菅聖子

小さいママと無人島 キャロル・ライ
リー・ブリンク

まほろ姫とにじ色の水晶玉 なかがわちひろ

和 束 町

一般書

人間をお休みしてヤギになっ
てみた結果

トーマス・トウェ
イツ

おらおらでひとりいぐも 若竹千佐子
火定 澤田瞳子

児童書
キャプテン：君は何かができる 山田明
笑う化石の謎 ピッパ・グッドハート
ペンギンホテル 牛窪良太

南山城村

一般書
キラキラ共和国 小川糸
銀河鉄道の父 門井慶喜
ドクター古藤の家庭菜園診療所 古藤俊二

児童書
言葉図鑑 五味太郎
102ひきのねずみ はせがわかこ
漫画 君たちはどう生きるか 吉野源三郎

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,387 人　（-5）
世帯数　　656世帯（-1）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,055 人 （-14）
世帯数　1,705 世帯（-7）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,807 人 （-11）
世帯数　1,240 世帯（-3）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成30年 2月 1日現在）３町村人口

環　境環　境

　約 3 年半前に南山城村に移住してきました。
　以前、和歌山のみかん農家でみかんの加工・販売の仕事をしていたときに関わった
人の縁で、南山城村で道の駅を作るという話を知ったのが、ここに来ることになった
きっかけです。これまで見てきた他の地域の様子から、地域の特性が出せる「道の駅」
に興味があり、南山城村の地域起こし協力隊に応募。道の駅オープンに向けた準備に
携わり、現在は道の駅で営業や事務、自社商品の企画等をしています。
　これから、村のお茶の良いところをもっと知ってもらえるようなイベントを企画し
たいと考えています。そして大好きな村の方たちにもっと道の駅に関わっていただけ
たらいいなと思っています。

～南山城村に移住～　田邊祐介さん

わたしたち　移 住 　しました

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

粗大ごみの出し方
出せるもの（一例）家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　電化製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）

　粗大ごみで収集しないもの（一例）
　　◦法律で定められたもの（家電リサイクル法等） ………… テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　　◦危険なもの…………………………………………………… 消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　　◦専門的なもの………………………………………………… 自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　　◦処理困難物…………………………………………………… 畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

　出す時の注意
　　◦カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
　　◦刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
　　◦ ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出

してください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、クリーンセンターで燃え
るごみと燃えないごみに分別され、燃えるごみは焼却、燃えないごみは埋立処分を
おこなっています。
　粗大ごみの中にはスプレー缶・空き缶・ペットボトル等の混入が目立っています。
ごみの分別にご協力ください。

粗大ごみ

●粗大ごみ収集日
　笠　置　町　毎月　第 4 月曜日
　
　和　束　町　毎月　第 3 火曜日（湯船・中和束）
　　　　　　毎月　第 4 火曜日（東和束・西和束）

　南山城村　毎月　第 1 月曜日
（高尾・田山・今山・奥田・押原・本郷・南大河原）

　　　　　　毎月　第 2 月曜日
　　　　　　　　（月ヶ瀬 NT・野殿・童仙房）

※「わたしたち移住しました」のコーナー終了について
　平成29年4月号から開始した、「わたしたち移住しました」のコーナーですが、今月号をもって終了することとなりました。これまで取材にご協力
いただきました相楽東部3町村への移住者のみなさんにおかれましては、ありがとうございました。
　平成30年4月号からは毎月、「今月のベストショット」として風景・名所・観光スポット、イベント等を題材に写真を1枚紹介するコーナーを開始
する予定にしております。

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153

「新商品の村ほうじ茶ショコラソフトクリーム
がおすすめです」と田邊さん。


